
今年度、組織目標による「見える化事業」の一環で情報誌を発行しています。土木の歴史などを交えて皆様に熱く伝えますのでどうぞご覧下さい。

12月号 その時歴史は動く！への招待　 彦根城,安土城の石積み技法の技を極めた石工衆を紹介します！

名神高速道路　（仮称）湖東三山スマートインターチェンジの設置

県道　新海上稲葉線 県道 多賀高宮線

［道路計画課　改良計画担当］

［河川砂防課　河川担当］

宇曽川河道内の伐木・除草
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［管理・道路維持補修担当］

１０月２日(木)歩道点検（自転車）パトロールの実施

（仮称）湖東三山
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宇曽川において河道内に繁茂する雑木を伐採しました。実施区間は、金剛寺橋から昭和大橋付近までの約1.5kmです。こ
れによって、水の流れの抵抗が少なくなり、河口までスムーズに流れることができます。少しでも、流下能力を高めて住
民の安全な生活を確保します。
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名神高速道路の彦根ＩＣ～八日市ＩＣ間に(仮称)湖東三山スマートインターチェンジを整備します。

◆ 湖東地域内陸部の道路事情 ◆
　　■ＩＣへのアクセスが不便。
　　■異常気象や事故による通行規制の代替路が不足。
　　■観光シーズンに観光地周辺の一般道路が混雑。

（仮称）湖東三山スマートインターチェンジ設置による効果
　◎ ＩＣへのアクセス性の向上により、交通の利便性が拡大します。
　◎ 災害時の代替道路を確保できます。
　◎ 観光施設へのアクセス性の向上により、観光振興を支援します。
　◎ 内陸工業地としての産業活動が円滑化し、地域産業の活性化が期
　　 待できます。
　◎ 高度な救急医療施設へのアクセス時間が短縮し、救急医療活動が
　　 強化されます。

早期の供用に向けて努力して
いますので、皆さまのご理解
とご協力をお願いします！

新名神高速道路

快適な歩道空間を確保するため、日常の道路パトロールと併せて自転車による歩道点検を行っています。・・・・県道・歩
道区間を職員１５名にて１００ｋｍ点検走破しました・・・・

歩道空間が急に
狭くなるところ
は、路外への転
落防止のため、
防護柵などの設
置を行います。

起工式が平成２１年１２月２５日午前１０：００から
IC期成同盟会主催により行われます。

穴ボコ

この様な「穴ボ
コ」はもっとも危
険な状況です
ので緊急補修
を行っていま
す。

 ○ 国土交通大臣より平成２１
年６月３０日付け高速道路への
県道連結許可をいただいていま
す。　(工期H21～H25年度）
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（東側）天守台 天秤櫓

安土城趾の石積み工法は様々であり、特定の「穴太
積み」を用いた技法を想定するのは難しいが穴太衆
の指揮下の元、城が築かれている。石の形が不揃い
で加工せずに積み上げていること。天守部手前は原
始的な石垣ですが高度な技術が必要で、今日では野
面を積める石工はほとんどいないと云われていま
す。

今回の記事は高速道路の既存施設の有効利用や、維持管理、ソフト対策など時
代の潮流となっている事務の紹介です。加えて、土木職員のマンパワーの紹介
でもあります。記事の出来をご覧下さい。

［砂防・計画調整担当］

土木の維持管理において、時間のゆっくり流れてい
た時代と現代の様に時間の早さを感じる時400年前
の土木技術「技」の重さを実感します。事務局長

安土城趾天守付近

土木職員が土砂災害の映像を交えて土砂災害防止法の説明をして
いるところです。年度末に区域指定を行います。
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です。石材間に隙間が多く、間詰め石を打ち込む工法は野面積みではなく、打ち込みハギ乱積と言えます。慶長年間の特徴的な石垣工法で
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編集後記

石垣の角は切石の長い面と短い
面を交互に積む算木積み工法が
とられ、中央部は牛蒡積みで石
材間に隙間が多く、間詰め石を
打ち込む工法で打ち込みハギ乱
積みと言えます。

石材を切石し、石の広い面を表
に出して積む「落し積み」と云
われる技法は、作業性は高いが
強度的に強い工法ではない。東
側牛蒡積みと比べ石の隙間が少
なく積み形が明らかに違うこと
が解ります。

石垣表面を平滑にし、石材の長
い方を奥に差し入れて積む工法
が牛蒡積みであり、強度が期待
でき地震に強い工法と云える。
天守石垣より石材間の隙間が少
ない天秤櫓東側です。

目　標
湖東土木管内全指定数４２６箇所の内、今年度末約８割
３５０箇所以上の指定を目指しています。

湖東土木ではソフト対策として土砂災害による被害の軽減の
ため、土砂災害警戒区域の指定と同時に警戒避難体制の整備
をしていただくため、日夜地元説明を行っています。

『自助・共助・公助』土砂災害に備え自治会毎に警戒避難体制づくりへの協力をお願いしています。

砂防事業のハード整備からソフト対策へ

［計画調整担当］

国道306号三重県境付近で土砂崩れが発生し
たとの想定で訓練を行いました

地震防災訓練を時間外・時間内で実施しました！危機管理
目　的 いずれの訓練も防災情報システムへの打ち込みなど「情報伝達訓練」

１１月２５日の時間内訓練では湖東土木職員４３名中２９名がシステムへの打ち込み作業を行い
約７割の職員がシステムへの打ち込みを習得し、危機管理体制を強化することが出来ました。

2009年11月20日(金)19:00～彦根市野田山町自治会館

まとめられた被災情報内容をパソコンへ打込み
し、県民の皆様へ情報を提供します

成　果

防災情報システム打ち込み作業時間外訓練の様子10月25日(日)・11月25日(水)訓練

現場からの被災情報の収集や情報分析をし
ているところです
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